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平成２７年３月の要望書提出の際に東京都から、地域が一体となってまちづくりの熟度を高める必要があるとの

意見を受けました。これを受け懇談会では、懇談会会長および副会長らによる復帰申入れを行ったほか、踏切対策

分科会を立ち上げるとともに、隅田中央町会へ鉄道計画予定範囲の記載を見直す提案をするなど、共に踏切対策に

取り組んでもらえるよう、働きかけをしています。

隅田中央町会としては、いっときでも早く鉄道高架化を進めるため積極的に取組んでおり、反対はしていないと

聞いています。今後は地域が一体となって東京都に鉄道立体化早期実現を強く要望していくために、要望書（案）

への連名など懇談会の枠を超えた協力も要望していきます。

■ 第３７回鐘ヶ淵地区まちづくり懇談会が開催されました ■

１ 隅田中央町会の復帰について（ 墨田区報告 ）
まちづくり懇談会当日のようす
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～要望書について～

鐘ヶ淵駅付近の踏切解消は関連地域全ての念願であり、鐘ヶ淵通りの事業化も進む今、早急に解消の道筋をつけ

る必要があります。懇談会では、踏切解消を進めるため地域の切実な願いを「鐘ヶ淵駅付近の踏切解消に関する要

望書」（案）として下記のとおりまとめました。

この要望書（案）の内容について関連町会や地域の個人の皆様のご意見をお聞かせください。

みなさまのご意見を踏まえ、一刻も早く踏切解消実現に向けた地域全体の声として、東京都に要望してまいります。

平成２８年3月１８日（金）に第３７回鐘ヶ淵地区まちづくり懇談会が開催さ

れ、隅田中央町会のまちづくり懇談会復帰、分科会最終報告、鐘ヶ淵地区まちづ

くり計画(更新版)骨子(たたき台)等について説明がありました。

また、新たに隅田西町会から広田充男様、鐘ヶ渕通り商店街平和会から小林明

美様が懇談会委員となりました。

【懇談会委員からの意見】

鉄道立体化の候補区間にあげるには、地元の熱意を東京都に示していかなければならず、隅田中央町会の懇談会

復帰が見込めないのであれば懇談会の枠を超えた地元町会等の連名で要望書を提出してはどうか。

※鉄道立体化までの流れについては第３２号ニュースをご覧ください。
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・鐘ヶ淵通りのⅠ期区間と同様にⅡ期区間に都市防災不燃化促進事業の導入を予定していることについて報告があり
　ました。
・優先整備路線１０号線（Ⅰ期）区間の用地測量説明会が平成２８年４月１０日（日）に開催されることが報告され
　ました。

 平成28年（2016年）3月

４ その他（ 墨田区報告 ）

２ 鐘ヶ淵地区まちづくり懇談会分科会からの最終報告（ 墨田区報告 ）

・地域一体のまちづくりを進めるために区と意見交換

を行い、まちづくりの実現に向けて取り組みを行う

必要がある。

・そのため、隅田中央町会が参加しやすい環境をつく

り一緒に進めていきたい。

・「墨田区協治（ガバナンス）推進条例」の考え方に

基づいたまちづくりを行って欲しい。

・将来を見据えた地区の課題や持続可能なまちづくりの実現のためには、鉄道立体化が必要である。

・鉄道立体化実現のための前提条件として、以下の事項が必要である。

①区が主体となり、都や鉄道事業者と調整し、事業の影響を受ける権利者を可能な限り少なくする必要がある。

②区が、影響を受ける権利者のため多様な手法を用意し、地区内に住み続けられるようにする必要がある。

・隅田中央町会にまちづくり懇談会に参加頂き、地域一体となってまちづくりに取り組んでいく必要がある。

～まとめ～

・各種事業の影響を受ける可能性がある方々が鐘ヶ淵

地区内で今まで以上に良好な住環境を確保できるた

めの備えが必要。

・各種事業に伴う補償以外にも多様な手法を用意し鐘

ヶ淵地区に住み続けられる取り組みを行ってほしい。

【現時点で考えられる生活再建手法例】
○鐘ヶ淵地区内での代替地の用意（都有地や区有地）

○鐘ヶ淵地区内の空き地や空き家の情報提供

○共同化及び建替え支援

今後のまちづくりおよび協働のまちづくりについて生活再建について

前回の懇談会以降に開催された、第４回、第５回分科会での意見について報告がされました。

※実際の鐘ヶ淵地区まちづくり方針図（案）はカラーですが、ニュー

ス発行の関係上白黒での表現のため一部凡例が異なります。

鐘ヶ淵地区まちづくり整備方針（案）

住宅・商業・工業・公共施設などが調和し
た市街地の形成を目指します。

①交通結節点の形成

②交通ネットワークの形成

③生活拠点としての機能強化

④幹線道路沿道にふさわしい市街地誘導

⑤木造密集市街地の改善

鐘ヶ淵駅周辺を利用する人々が、円滑に地
域を移動するために、駅前広場、鐘ヶ淵通
り、鉄道立体化、駐輪場・駐車場などの整
備を通じた交通結節点の形成を目指しま
す。

歩行者、自転車、自動車（バス・タク
シー・自家用車など）の交通動線が錯綜し
ない地区内の交通ネットワーク形成を目指
します。

まちのにぎわいと商店街の更なる活性化の
取り組みを行いつつ、地域に不足している
施設や生活利便施設の導入、居住環境の向
上など、生活拠点にふわさわしい土地利用
を目指します。

鐘ヶ淵通り沿道については、幹線道路沿道
にふさわしい市街地の形成を目指します。

交
通
体
系

土
地
利
用
・
建
物
利
用

⑥適切な土地利用の誘導・土地活用

狭あい道路の拡幅や建替えを促進し、災害
に強い市街地の形成を目指します。

【横断的な整備方針】

⑦防災まちづくりの推進

鐘ヶ淵通りの整備にあわせた沿

道建物の耐震化・不燃化の推進、

木造建物が密集する市街地の改

善などを通じた、災害に強いま

ちを目指します。

⑧環境に配慮したまちづくりの推進

建物や道路などの整備における

低炭素化・ヒートアイランド防

止、積極的な敷地内緑化などの

取り組みを行い、環境に配慮し

たまちを目指します。

⑨バリアフリーの推進

公的空間や施設におけるバリア

フリー化を推進し、高齢化に対

応したまちを目指します。

鐘ヶ淵地区まちづくり方針図（案）

３ 鐘ヶ淵地区まちづくり計画（更新版）骨子（たたき台）について（ 墨田区報告 ）

鐘ヶ淵地区まちづくり計画（更新版）骨子（たたき台）について報告がありました。今後はパブリックコメント

（意見公募）の実施を経て、策定および公表を行い、当該地区のまちづくりの推進を図っていきます。

なお、平成２８年５月２８日（土）に鐘ヶ淵地区の方々を対象とした説明会の開催を予定しています。

詳細については、別途ご案内いたします。


